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1986年生まれ。博士（経済学・慶應義塾大学）。 2020年より現職。専門は計量
経済学、ネットメディア論、情報経済論等。

NHKや日本経済新聞等のメディアに多数出演・掲載。KDDI Foundation
Award、組織学会高宮賞、情報通信学会論文賞（2回）、電気通信普及財団賞を
受賞。主な著作に『ソーシャルメディア解体全書』（勁草書房）、『正義を振り
かざす「極端な人」の正体』（光文社）、『なぜ、それは儲かるのか』（草思
社）等がある。

他に、厚生労働省や総務省の各種委員会の座長や構成員も務める。
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効果的なSNS活用と
情報社会のリスク
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災害と偽・誤情報
• 災害と偽・誤情報（フェイクニュース）は相性が良い。

https://news.yahoo.co.jp/special/fakenews/

• 熊本地震の直後、「熊
本の動物園からライオ
ンが逃げた」というデ
マがSNSで拡散。

• 1万7000回以上もRTさ
れ、動植物園には問い
合わせなどの電話が
100 件を 超えたとい
う。

熊本地震直後のデマ
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災害直後の偽・誤情報事例
• 北海道で震度7を観測した地震に関連して、「数時間後に大地震が来

る」などの誤情報が拡散し、被災者に不安が広がった。

• 同時に「大規模な断水が始まる」などの誤った情報も流れたため札幌市

や函館市、帯広市などはHPやSNSで注意喚起した。

北海道地震発生後にLINEで拡散された「大きい地震が来る」との内容のデマ
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO35227790R10C18A9CC1000/
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復興期の偽・誤情報
• 安倍元首相が2019年10月に発生した台風19号の被災地の避難所を訪れ

た際の写真が、スタジオで撮影されたものかのように捏造された画像

が、Facebookで拡散した。

• この投稿は台湾でもFacebookやLINEを通じて拡散された。

Facebookに投稿された内容（2020年3月14日）
https://infact.press/2020/03/post-5303/

台湾のファクトチェック団体「MyGoPen」でもファクトチェック記事が掲載された。
https://infact.press/2020/03/post-5303/
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復興期の偽・誤情報と差別
• 福島県の農作物を危険視する考えが広まる。

• 福島県の農家を加害者だと糾弾、差別する声もあった。

https://synodos.jp/opinion/society/17814/
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繰り返される風評被害・差別

https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/osensuitaisaku/committtee/takakusyu/pdf/002_03_00.pdf
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災害とデマはなぜ相性が良いのか
• 偽・誤情報を拡散する動機としては「不安に感じたから」や「伝えるこ

とが人・組織・社会のためになると思った」が多い。

コロナワクチンデマを拡散した理由
山口ほか（2022）「Innovation Nippon 2021 わが国における偽・誤情報の実態の把握と社会
的対処の検討」 https://www.glocom.ac.jp/activities/project/7759
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ネガティブな言葉ほど拡散される
• 東日本大震災の分析では、ネガティブな感情を表す語が多く含まれるツ

イートほど多数回リツイートされていた。特に不安。

三浦麻子, 鳥海不二夫, 小森政嗣, 松村真宏, & 平石界. (2016). ソーシャルメディアにおける災害情報の伝播と感情: 東日本大震災に際する事例. 人工知能学会論文誌, NFC-EC1.
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有事の偽・誤情報の
分析から
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世界を蝕んだInfodemic
• 新型コロナウイルスに関連しても様々なデマや陰謀論が大量に拡散さ

れ、WHOは「Infodemic」として警鐘を鳴らした。

https://natgeo.nikkeibp.co.jp/atcl/news/20/082100483/

https://www.nikkei.com/article/DGXMZO58443970U0A420C2XR1000/
https://k-tai.watch.impress.co.jp/docs/news/1246278.html
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戦争は偽情報戦に

https://www.bbc.com/japanese/features-and-analysis-60992231

https://www.fnn.jp/articles/-/333829
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偽・誤情報行動調査（2022年調査研究）
• 6個のコロナワクチン関連の偽・誤情報を対象に調査研究を実施。

1. 各県の医師会がワクチン接種後の死亡報告を上げないことを決めた

2. コロナワクチンを打つと不妊になる

3. コロナワクチン接種者は周囲に病気をまき散らす

4. コロナワクチンには水銀が含まれていて危険である

5. コロナワクチンは感染予防にはつながらず、重症化予防にしかならない

6. コロナワクチンは人口減少を目論んだものだ

コロナワクチン関連の偽・誤情報
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偽・誤情報への接触率
• 37.1%の人が、6つ中1つ以上の偽・誤情報に接触していた。

• 特に、副反応関連、効果関連、陰謀論関連の接触率が高い。

コロナワクチン関連の偽・誤情報への接触率
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多くの人が偽・誤情報を信じている
• 平均して43.4%の人しかコロナワクチン偽・誤情報を誤っていると気づ

いていない。

偽・誤情報真偽判断結果（コロナワクチン関連）
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偽・誤情報は若者だけの問題ではない

偽・誤情報真偽判断結果（コロナワクチン関連/年代別）
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接触者の15～30%は拡散
• どの年齢でも拡散する傾向。

• 拡散手段で最も多いのは「直接の会話」。

偽・誤情報拡散率（コロナワクチン関連） 偽・誤情報拡散手段（コロナワクチン関連）
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拡散するのは「偽・誤情報を信じている人」
• 偽・誤情報を信じている人は、誤っていると気づいている人に比べて

20.7ポイント拡散確率が高い。

• メディアリテラシーや情報リテラシーが低い人ほど拡散する。

• 信じている人やリテラシーの低い人による拡散が主の言論空間。

拡散確率に与える影響（回帰分析結果）

𝑙𝑜𝑔𝑖𝑡 𝑃 𝑆ℎ𝑎𝑟𝑒𝑖𝑗𝑡 = 1

= 𝑙𝑜𝑔
𝑃 𝑆ℎ𝑎𝑟𝑒𝑖𝑡𝑗

1 − 𝑃 𝑆ℎ𝑎𝑟𝑒𝑖𝑡𝑗
= 𝛼 + 𝛽1𝐷𝑒𝑡𝑒𝑟𝑚𝑖𝑛𝑒𝑖𝑗𝑡 + 𝛽2𝐿𝑖𝑡𝑒𝑟𝑎𝑐𝑦𝑖𝑗
+ 𝛽3𝑀𝑒𝑑𝑖𝑎𝑖𝑗 + 𝛽4𝑃𝑒𝑜𝑝𝑙𝑒𝑖𝑗
+ 𝛽5𝐶ℎ𝑎𝑟𝑎𝑐𝑡𝑒𝑟𝑖𝑠𝑡𝑖𝑐𝑠𝑖𝑗 + 𝛾1𝐹𝑁𝑗𝑡

分析モデル

＜他の変数省略＞
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拡散スピードは事実の6倍

山口真一（2022）『ソーシャルメディア解体全書』、勁草書房
Vosoughi, S., Roy, D.K., & Aral, S. (2018). The spread of true and false news 
online. Science, 359, 1146-1151. https://doi.org/10.1126/science.aap9559



21

一部の人が大量に拡散している
• わずか12名のアカウントが、ワクチン関連デマの65%を作成・拡散。こ

の12名は5,900万人をこえるフォロワーを持つ。

• 偽・誤情報も0.62%のスーパースプレッダーが96.96%。

CCDHのレポート（サマリー）
https://252f2edd-1c8b-49f5-9bb2-
cb57bb47e4ba.filesusr.com/ugd/f4d9b9_750e5af82aea4920a270b1c5a8b094c2.pdf

山口真一（2022）『ソーシャルメディア解体全書』、勁草書房
スーパースプレッダー：ソーシャルメディアで偽情報だと気づかずに10,000人以上
に拡散した（ただし拡散人数はフォロワー数であり、実際に見た人数ではない）



22

偽・誤情報、「判断保留」でも影響
• ワクチンデマについて、「信じている」場合だけでなく、「分からな

い」場合もワクチンを接種しない傾向。

• 全て信じていると30%接種率が低い。

ワクチン接種確率に与える影響（回帰分析結果）

＜他の変数省略＞

𝑙𝑜𝑔𝑖𝑡 𝑃 𝑉𝑎𝑐𝑐𝑖𝑛𝑎𝑡𝑖𝑜𝑛𝑖 = 1

= 𝑙𝑜𝑔
𝑃 𝑉𝑎𝑐𝑐𝑖𝑛𝑎𝑡𝑖𝑜𝑛𝑖

1 − 𝑃 𝑉𝑎𝑐𝑐𝑖𝑛𝑎𝑡𝑖𝑜𝑛𝑖
= 𝛼 + 𝛽1𝐹𝑎𝑘𝑒_𝑐𝑜𝑟𝑟𝑒𝑐𝑡𝑖
+ 𝛽2𝐹𝑎𝑘𝑒_𝑢𝑛𝑘𝑛𝑜𝑤𝑛𝑖 + 𝛾1𝐿𝑖𝑡𝑒𝑟𝑎𝑐𝑦𝑖
+ 𝛾2𝑀𝑒𝑑𝑖𝑎𝑖 + 𝛾3𝑃𝑒𝑜𝑝𝑙𝑒𝑖
+ 𝛾4𝐶ℎ𝑎𝑟𝑎𝑐𝑡𝑒𝑟𝑖𝑠𝑡𝑖𝑐𝑠𝑖
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偽・誤情報への対抗

3
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「ファクト」は効果がある
• 菅首相がワクチンを打ったと報道された3月16日には、「打ったワクチ

ンは偽物」という真偽不明情報を肯定するツイートは95%。

• ファクトチェック記事の配信後は99.79%がファクトチェック結果を広

めようとするものだった。

「菅首相が打ったワクチンは偽物」に関するツイート数

ファクトチェックは情報発信における
主体を変更する力を持っており、
Twitter言論を塗り替える効果がある

山口真一（2022）『ソーシャルメディア解体全書』、勁草書房
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国の責任ある人が発信すると大きく話題に
• 河野太郎元大臣がワクチンデマを否定したことで、ツイート数が大幅増

加。広くデマだということが周知された。

「ワクチン 不妊」を含むオリジナルツイート数推移 ツイートの中で不妊を信じていないものの割合
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このSNS時代に

いかに効果的にファクトを広め

人々の行動変容を促していくか？
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①迅速で正確な情報提供
• 迅速で正確な情報提供を、メディアやプラットフォーム事業者と連携し

ながら行う。

https://www.sankei.com/article/20210705-
VCGSUESSH5INHBVWFW7BS3BGH4/photo/NKMCEXAGVRLV3J7X6HFPND25G
I/

https://www.buzzfeed.com/jp/kensukeseya/hajimesyacho-kono-1
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特に災害は正確な情報が求められる分野

各分野における偽・誤情報の社会的影響度とファクト
チェック時間的優先度
山口真一・谷原吏（2022）「わが国における偽・誤情報の実態の把握と社会的対処
の検討 ―政治・ コロナワクチン等の偽・誤情報の実証分析―」
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②アクセスのしやすい情報PF
• 国民目線で、アクセスのしやすい・読みやすい、正確な情報プラット

フォームの構築が求められている。

真偽を確かめられると便利な媒体 20代 30代 40代 50代 60代 全年代

SNSでのインフルエンサーの投稿 9.0% 5.8% 4.4% 2.5% 1.9% 4.4%

SNSから読めるネットニュース 22.4% 20.3% 13.1% 9.2% 6.7% 13.6%

メッセージアプリのお知らせ・通知 8.4% 6.5% 4.5% 5.3% 4.2% 5.6%

メッセージアプリから読めるネットニュース 9.9% 8.3% 7.9% 7.4% 7.0% 8.0%

SNSとメッセージアプリから読めるもの以外のネットニュース 12.1% 11.8% 15.4% 16.6% 13.8% 14.2%

動画共有サービスでのインフルエンサーの投稿 6.6% 5.3% 3.0% 1.9% 3.0% 3.7%

官公庁・自治体のウェブサイト 27.3% 27.4% 33.6% 33.2% 39.0% 32.6%

官公庁・自治体のSNSアカウント・メッセージアプリアカウント 15.4% 12.5% 12.9% 11.7% 13.3% 13.0%

テレビ・新聞などのマスメディアでの報道 34.5% 30.8% 37.4% 48.9% 56.0% 42.3%

書籍 5.5% 4.6% 6.3% 4.4% 6.5% 5.5%

その他 2.8% 3.2% 4.0% 3.9% 4.4% 3.7%

特に何かで確かめたいと思わない 32.4% 36.9% 33.6% 28.7% 21.0% 30.2%

n=5569

コロナワクチン関連の情報の真偽を確かめられると便利な媒体（年代別）

山口真一・谷原吏（2022）「わが国における偽・誤情報の実態の把握と社会的対処
の検討 ―政治・ コロナワクチン等の偽・誤情報の実証分析―」
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③メディアとのコミュニケーション
• 正しい理解や望ましい行動を促すために適切な情報伝達が求められる。

• イラストを添えた数字と簡潔な言葉、インフォグラフィックなど。

運動不足の統計データを伝えるインフォグラフィック
https://www.gov.uk/government/publications/health-matters-getting-
every-adult-active-every-day/health-matters-getting-every-adult-active-
every-day/

75歳以上の年金クレジット受給者の特典に関するインフォグラフィック
https://www.informationnow.org.uk/article/pension-credit/#
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ツールキットの活用も
• 情報提供のために、国がツールキットを配布することも有用である。

• テーマに沿って情報を絞り、ファクトと分かりやすいイラストで描くこ

とにより、理解を促すことができる。

米国社会保険局で配布されている説明キット
Social Security Administration. (2019).Social Security Educator Toolkit. 
https://www.ssa.gov/thirdparty/materials/pdfs/educators/05-10016_Educator%20Toolkit.pdf
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メディアへの情報提供に組織的に対処
• メディアのモニタリング：報道される統計情報の範囲と、その情報がど

の程度正確に報告されているのかを調査する。これは効果の測定や広報

の改良に繋がる。

• 誤った記述への対応：誤って報道した場合には、メディアに対し、公式

あるいは非公式に訂正を求める。これはメディアとの関係を作り、強く

する良い機会にもなる。

• 広報担当者の設置：広報担当者の一覧の準備、特定分野の専門家で

ジャーナリストが直接連絡を取れる者を指定しておく、メディアトレー

ニングを受けた広報担当者の育成、など。
United Nations Economic Commission for Europe. (2011).Making Data Meaningful: パート3 メディアと意思疎通を図るための手引. 
https://unece.org/statistics/making-data-meaningful
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さいごに
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「全員に正しく理解してもらう」は不可能
• バックファイア効果：自分が信じたくない情報や、都合の悪い証拠を見

聞きすると、むしろ反発して自分の信念をより強めること。

https://www.nhk.or.jp/gendai/comment/0016/topic030.html
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中庸的な人が混乱しないように適切な広報を
• 中庸的な人は、正しい情報に触れることで引き戻される可能性は高い。

• 中庸的な意見はSNSには表出しにくい。しかし正しい情報の発表は、

SNSで見えるよりはるかに大きな効果を生んでいる。

極端な人（人数小）

中庸な人（人数多）

正しい情報

バックファイア効果
で激しく反発

迷っていたが、
納得

SNS上で激しく反発
大量書き込み

黙って行動変容
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ご清聴ありがとうございました


